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再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。

　法務省主唱の「社会を明るくする運動」は、今年で64回目

を迎え、「更生保護の日」である７月１日から１カ月間を強

調月間として、全国各地でさまざまな活動が実施されます。

　区内では、山科区大会が開催されます。今年は京都で青春時代を過ごさ

れた清水国明氏（タレント）による講演やボランティア団体の京都中央地

区BBS会の発表、区内の小中学校による合唱、演奏などが行われます。

　館内では、区内の小学校、総合支援学校から寄せられた絵画や書の展示

も行います。

●日時／７月13日（日）午後１時～

●場所／東部文化会館

●内容／一部：式典

　　　　二部：清水国明氏による講演「自然暮らしのススメ」

　発表　京都中央地区BBS会「BBS―求められるもの」

　山階南小学校４年生による合奏合唱

　花山中学校吹奏楽部による演奏

●問い合わせ先／「社会を明るくする運動」山科区実行委員会（☎595-1221）

「社会を明るくする運動」山科区大会第64回 ～犯罪や非行を防止し、
立ち直りを支える地域のチカラ～

清水国明氏

　農業祭では、区内の農業者の

方々が丹精込めて育てた質の高い

農産物を多数展示し、品評会を実

施する他、野菜等の出品物の販売

も行います。また、花苗の販売、パ

ンフレット配布などを通して、区

民の皆さんに地域の農産物を広く

紹介します。

　皆さん、ぜひお越しください。

●日時／７月12日（土）午前10時～

午後３時

※台風など悪天候の場合は中止。

※出品物の販売は午後２時から開

始。

※買い物袋をお持ちください。

●場所／区役所前広場

●問い合わせ先／東部農業振興セ

ンター（☎641-4340）

山科区農業祭
平成26年度 ふれあいファミリー食セミナー「わんぱくクッキング」

お昼ごはん作りにチャレンジ☆
●日時／７月30日（水）午前10時～午後０時30分

●場所／区役所２階栄養室

●内容／食材学習・クッキング（保護者の方：クッキングの補助）

●対象／山科区にお住まいの小学校１〜３年生とその保護者

●定員／12組24名＜先着順＞　●参加費／親子１組　1,000円

●持ち物／エプロン、三角巾（バンダナ等）、手ふきタオル、

　　　　　上履き（子どものみ）

●申し込み／７月７日（月）から電話または窓口にてお申し込みください。

●問い合わせ先／区保健センター　成人保健・医療担当（☎592-3477）

　本年で６年目を迎える、京都橘

大学が送る夏の風物イベント。地

元の伝統工芸品である清水焼陶器

や切子のグラスなどに水を張って

ろうそくを浮かべ、優しい灯りで

幻想的なムードを演出します。

　今回は、より美しい陶器の灯り

の魅力を引き出す工夫や演出が施

されている他、新しい企画も予定

されています。

　昨年と同様に大学の各サークル

による音楽演奏や、お菓子の振る

舞い等も予定しておりますので、

皆さまお誘い合わせの上、夏の暑

さを忘れる素敵な時間をお楽しみ

ください。

●問い合わせ先／京都橘大学　

学術振興課（☎574-4186）

七夕陶
と う

灯
と う

路
ろ７月4日（金）京都橘大学にて

午後6時30分点灯～
� 午後8時30分消灯

（小雨決行。雨天時は７月11日（金）に延期）

山科カレッジ ～山科をまなぶ～ 開校！！

　

『
お
話
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く
す
く
す
』は
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修

小
学
校
で
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
を
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
１
、

２
年
生
に
は
月
２
回
、
３
～
６
年
生
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は
月
１
回
、
朝
に
各
学
年
の
全
て

の
ク
ラ
ス
で
読
ん
で
い
ま
す
。
ま
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す
。

　

会
の
代
表
の
塩
谷
さ
ん
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活
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き
っ
か
け
を
伺
い
ま
し
た
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本
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サ
ー
ク
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し
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ま
し
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、
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ん
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ま
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活
動
を
始
め
る
と
、
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よ
う
な

活
動
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地
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っ
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い
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出
会
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者
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増
え
、グ

ル
ー
プ
と
な
り
平
成
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４
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『
く
す
く
す
』
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い
う
名
前
を
つ
け
た

そ
う
で
す
。
今
で
は
仲
間
も
15
人
に

増
え
、
役
割
分
担
も
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

読
む
本
は
幅
広
く
、
楽
し
い
話
だ

け
で
な
く
怖
い
話
や
か
わ
い
そ
う
な

話
も
人
気
が
あ
る
と
の
こ
と
。
人
権
、

戦
争
、
平
和
な
ど
、
そ
の
時
、
学
校
で

学
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で
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る
内
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と
関
連
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選
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あ
る
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。「
続
け
て
活
動
し
て
い
る

と
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子
ど
も
た
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れ
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れ
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く
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し
ま
す
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『
読
み
聞
か
せ
』と
い
う
と
読
ん
で

あ
げ
る
、
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、『
一
緒
に
読
ん
で

楽
し
む
』こ
と
が
重
要
で
、活
動
を
続

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
居
場
所

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
そ
う

で
す
。

　

最
近
は
地
域
の
高
齢
者
向
け
に
読

み
聞
か
せ
の
依
頼
も
あ
り
、
絵
本
や

紙
芝
居
に
歌
や
音
楽
を
つ
け
た
り
劇

仕
立
て
に
し
た
り
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
っ
て
大
き
く
映
像
を
見

せ
た
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
表
現
の
仕

方
を
工
夫
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
小

道
具
や
衣
装
な
ど
を
揃
え
て
劇
仕
立

て
に
し
た
も
の
は
、
１
回
で
終
わ
ら

せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
依

頼
が
あ
れ
ば
他
の
地
域
へ
の
出
前
も

検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

１
年
生
か
ら
聞
い
て
く
れ
た
子

は
、
６
年
生
に
な
っ
て
も
聞
い
て
く

れ
る
と
の
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
が
、

こ
の
先
、
も
し
つ
ま
づ
く
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
く
す
く
す
の
つ
な
が
り
が

生
き
れ
ば
い
い
な
と
塩
谷
さ
ん
は
語

り
ま
す
。
細
く
長
く
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
む
活
動
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
、
と
の
思
い
を

お
伺
い
し
、
継
続
の
大
切
さ
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
区
総
務
・
防
災

担
当
（
☎
592
・
３
０
６
６
）

（
山
科
“
き
ず
な
”支
援
事
業
補
助
金
交
付
事
業
）

お
話
し
広
場
く
す
く
す
　
～
細
く
長
く
、子
ど
も
と
一
緒
に
～

　４月21日に、小野学区の地域の

皆さんと小野小学校４年生の児童

の皆さんにより、マリーゴールド

などの花が植えられました。小雨

混じりの曇り空でしたが、花壇は

春らしく色鮮やかに彩られました。

慣れない手つきの児童には、地域

の方がやさしく植え方を指導する

など和気あいあいとした雰囲気で

行われました。

　この花壇は、平成20年７月に名

神高速道路の起工50周年を記念し

て、記念碑の設置とともに整備さ

れたもので、小野学区の皆さんの

ご協力により、年２回の花の植え

替えや水やりなど地域を挙げて取

り組まれています。

●問い合わせ先／区まちづくり推進

担当（☎592-3088）

名神高速道路起工の地花壇で花の植栽が行われました

み
ん
な
で
「
第
２
期
山
科
区
基
本
計
画
」
に
取
り
組
も
う
！

区
民
活
動

リ
レ
ー

き
ず
な

連 載

第25回

「京の社明くん」

朝の「お話し広場くすくす」


